
        

岡
山
大
学
吟
詩
部
部
則 

岡
山
大
学
文
化
会
吟
詩
部 



岡 

山 

大 

学 

吟 

詩 

部 

部 

則 
  

第
一
章 

 
総
則 

 
 

 

 
 

第
一
条 

 
 

当
部
は
岡
山
大
学
文
化
会
吟
詩
部
と
称
す
る
。 

 
 

第
二
条 

 
 

当
部
は
学
生
詩
吟
の
精
神
を
則
り
、
詩
歌
の
朗
詠
・
研
究
・
鑑
賞
を
行
い
、
人
格
の
陶
冶
を
目
指
し
部
員
相
互 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
理
解
と
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
三
条  

 
 

当
部
の
連
絡
先
は
、
岡
山
市
津
島
岡
山
大
学
文
化
会
と
す
る
。 

 

第
二
章 

 

組
織 

 

第
四
条 

 
 

当
部
は
、
岡
山
大
学
文
化
会
に
所
属
す
る
。 

第
五
条 

 
 

当
部
は
原
則
と
し
て
第
二
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
岡
山
大
学
学
生
を
も
っ
て
組
織
し
、 

 
 

 

全
国
学
生
詩
吟
連
盟
に
所
属
す
る
。 

第
六
条 

 
 

当
部
に
顧
問
を
置
く
。
顧
問
は
本
学
の
教
官
を
も
っ
て
あ
て
、
当
部
の
活
動
運
営
に
助
言
を
与
え
る
。 

第
七
条 

 
 

当
部
に
師
範
を
置
く
。
師
範
は
当
部
の
目
的
達
成
の
為
、
指
導
に
当
た
る
。 

 

第
三
章 

 

役
員
及
び
そ
の
任
務 

 

第
八
条 

 
 

当
部
に
左
記
の
役
員
を
置
く
。 

一
、 

主
将 

二
、 

副
主
将 



三
、 

企
画 

四
、 

会
計 

五
、 

総
務 

六
、 

幹
事 

七
、 

渉
外 

 
 

第
九
条 

 
 

右
の
役
員
は
左
記
の
任
務
を
行
う
。 

一
、 

主
将
は
、
当
部
の
運
営
の
責
任
を
負
い
、
部
の
練
習
、
そ
の
他
の
活
動
に
お
い
て
、 

部
員
を
統
括
並
び
に
指
導
す
る
。 

二
、 
副
主
将
は
、
主
将
を
補
佐
し
、
主
将
事
故
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
任
務
を
代
行
す
る
。 

三
、 

企
画
役
員
は
当
部
運
営
の
企
画
に
当
た
る
。 

四
、 

会
計
は
、
部
費
の
徴
収
及
び
、
そ
の
他
の
経
理
の
任
に
当
た
る
。 

五
、 

総
務
は
、
当
部
の
事
務
及
び
、
部
誌
の
編
集
発
行
の
任
に
当
た
る
。 

六
、 

幹
事
は
、
文
化
会
関
係
の
連
絡
一
切
を
と
り
行
う
。 

七
、 

渉
外
は
、
全
国
学
生
詩
吟
連
盟
加
盟
校
と
の
連
絡
・
意
思
疎
通
や
、
対
外
活
動
・
交
流
活
動
の
一
切
を
執
り
行
う
。 

 
 

第
十
条 

 
 

一
、
主
将
は
、
十
月
下
旬
迄
に
、
部
会
を
開
い
て
選
出
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
主
将
の
選
出
は
、
立
候
補
制
と
す
る
が
、
立
候
補
な
き
場
合
は
、
部
員
相
互
の
推
薦
制
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

承
認
は
出
席
部
員
の
三
分
の
二
以
上
を
も
っ
て
成
り
立
つ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
、
そ
の
他
の
役
員
は
、
主
将
に
一
任
し
、
学
内
発
表
大
会
迄
に
新
役
員
を
発
表
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 

 
 

第
十
一
条 

 

役
員
の
任
期
は
、
毎
年
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
迄
と
す
る
。 

 
 

第
十
二
条 
 

主
将
が
疾
病
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
任
に
適
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
部
会
で
出
席
部
員
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
て
旧
役
員
を
解
任
し
、
新
た
に
改
選
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
場
合
、
第
十
条
二
項
を
適
用
し
、
第
十
条
三
項
を
準
用
す
る
。 

 
 

第
十
三
条 

 

第
二
条
の
目
的
に
則
り
、
主
将
が
必
要
と
認
め
た
役
職
は
、
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
し
、
部
会
で
三
分
の
二
以
上
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

第
十
四
条 

 

前
条
の
役
員
は
、
主
将
が
こ
れ
を
任
命
し
、
既
設
役
員
と
同
格
と
す
る
。 

 
 

第
十
五
条 

 

大
会
役
員
・
合
宿
委
員
・
そ
の
他
の
活
動
に
於
け
る
委
員
は
、
随
時
主
将
が
任
命
し
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
活
動
終
了
後
は
こ
れ
を
解
任
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
し
、
当
部
役
員
と
の
兼
任
は
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

第
四
章 

 

機
関 

 

第
一
節  

 

総
会
及
び
部
会 

  
 

第
十
六
条 

 

総
会
及
び
部
会
は
、
当
部
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
、
在
籍
部
員
の
過
半
数
（
委
任
状
を
含
む
）
を
も
っ
て
成
立
す
る
。 

 
 

第
十
七
条 

 

定
期
総
会
は
、
毎
年
十
二
月
末
日
迄
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 

 
 

第
十
八
条 

 

予
算
総
会
は
、
毎
年
一
月
中
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 

 
 

第
十
九
条 

 

一
、
定
期
総
会
及
び
予
算
総
会
は
、
各
々
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
に
よ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
一
週
間
以
上
前
に
、
総
会
の
目
的
た
る
事
項
を
記
載
し
当
部
員
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
知
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
但
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 
 

第
二
十
条 

 

一
、
部
会
は
主
将
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
又
は
部
員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
請
が
あ
る
場
合
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
将
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。 

 
 

 

二
、
部
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
一
週
間
以
上
前
に
、
部
会
の
目
的
た
る
事
項
を
記
載
し
当
部
員
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
知
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
但
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 
 

第
二
十
一
条  

総
会
及
び
部
会
の
議
長
及
び
書
記
は
部
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
そ
の
選
出
方
法
は
主
将
に
一
任
す
る
。 

 
 

第
二
十
二
条  

総
会
及
び
部
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は
、
こ
れ
を
否
決
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
し
、
規
約
改
正
の
場
合
の
み
、
在
籍
者
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
り
成
立
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条 

総
会
及
び
部
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
書
記
は
議
事
録
を
作
る
こ
と
を
要
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
お
書
記
は
二
週
間
以
内
に
議
事
録
を
公
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 



 
第
二
節 

 

役
員
会 

 
第
二
十
四
条 

役
員
会
は
、
当
部
の
執
行
機
関
に
し
て
、
役
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
要
す
る
。 

第
二
十
五
条 

役
員
会
は
主
将
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
但
し
役
員
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
主
将
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、 

役
員
会
を
開
く
こ
と
を
得
る
。 

第
二
十
六
条 
役
員
会
の
議
長
は
主
将
が
こ
れ
に
当
た
る
。 

第
二
十
七
条 

役
員
会
の
議
決
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
を
も
っ
て
成
立
す
る
。 

第
二
十
八
条 

役
員
会
は
、
定
期
総
会
に
於
い
て
年
間
活
動
報
告
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

第
二
十
九
条 

役
員
会
は
、
年
間
活
動
方
針
及
び
年
度
経
費
予
算
原
案
を
、
予
算
総
会
に
提
出
し
、
承
認
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
。 

第
三
十
条 

 

役
員
会
の
討
議
事
項
が
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
主
将
に
こ
れ
を
一
任
す
る
。 

 第
五
章 

 

活
動 

 

第
一
節 

 

行
事 

 

第
三
十
一
条 

当
部
の
左
記
の
行
事
は
第
一
章
第
一
条
に
則
り
、
役
員
会
が
こ
れ
を
企
画
し
て
執
行
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
年
一
回
当
部
主
催
の
吟
詩
発
表
大
会
を
開
催
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
春
・
夏
合
宿
を
行
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
学
内
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

第
三
十
二
条 

当
部
第
二
条
の
目
的
達
成
の
為
、
役
員
会
で
参
加
を
決
定
し
た
吟
詠
発
表
大
会
に
出
場
す
る
。 

 

第
二
節 

 

練
習 

 

第
三
十
三
条 

部
員
の
定
期
練
習
は
、
水
曜
日
午
後
三
時
半
よ
り
六
時
ま
で
、
土
曜
日
午
後
十
二
時
半
よ
り
四
時
ま
で
を
原
則
と
す
る
。 



 
 

 
 

 
 

 
 

や
む
を
得
ず
欠
席
す
る
場
合
は
、
出
欠
連
絡
用
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
理
由
を
記
し
て
、
主
将
又
は
そ
の
他
の
役
員
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
三
十
四
条 

休
部
を
希
望
す
る
部
員
は
、
主
将
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
休
部
届
を
提
出
す
る
。
主
将
は
休
部
届
を
直
ち
に
受
理
し
、
速
や
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
六
章 

 

会
計 

  
 

第
三
十
五
条 

当
部
の
経
費
は
文
化
会
予
算
・
部
費
・
寄
付
金
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。 

 
 

第
三
十
六
条 

部
費
は
毎
月
六
百
円
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
七
条 

入
部
費
と
し
て
新
入
部
員
は
二
百
円
を
納
め
る
。
別
に
部
員
章
代
と
し
て
五
百
円
を
納
め
る
。 

 
 

第
三
十
八
条 

部
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
臨
時
費
（
遠
征
費
・
大
会
費
・
合
宿
費
等
）
を
徴
収
す
る
。 

 
 

第
三
十
九
条 

部
費
は
毎
月
迄
に
必
ず
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
四
十
条 

 

会
計
年
度
は
毎
年
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
迄
と
す
る
。 

 
 

第
四
十
一
条 

会
計
は
、
会
計
報
告
を
会
計
年
度
末
の
定
期
総
会
に
於
い
て
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
年
間
経
費
予
算
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
計
年
度
始
め
の
予
算
総
会
に
於
い
て
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
四
十
二
条 

部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
部
よ
り
派
遣
さ
れ
た
部
員
の
遠
征
費
は
、
原
則
と
し
て
半
額
当
部
の
経
費
に
よ
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

負
担
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
、
校
友
会
か
ら
の
援
助
金
に
よ
っ
て
半
額
以
上
負
担
可
能
な
場
合
、
そ
の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
七
章 

 

罰
則 

  
 

第
四
十
三
条 

正
当
な
理
由
な
く
し
て
定
期
練
習
を
欠
席
す
る
事
、
連
続
六
回
以
上
に
及
ぶ
場
合
は
、
役
員
会
で
当
事
者
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
席
の
も
と
に
事
後
の
善
処
に
あ
た
る
。 

 
 

第
四
十
四
条 

当
部
の
目
的
に
反
す
る
行
為
を
な
し
た
る
部
員
は
、
役
員
会
で
当
事
者
の
出
席
の
も
と
に
、
事
後
処
理
に
あ
た
り
、 



役
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
主
将
の
名
に
お
い
て
、
左
記
の
懲
戒
に
付
す
る
。 

 

一
、
戒
告 

一
、
退
部
勧
告 

一
、
退
部
処
分 

 
 

第
四
十
五
条 

退
部
を
希
望
す
る
部
員
は
、
主
将
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
退
部
届
を
提
出
す
る
。
主
将
は
退
部
届
を
直
ち
に
受
理
し
、
速
や
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
四
十
六
条 

三
ヶ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
部
費
を
滞
納
し
た
る
者
は
、
役
員
会
は
こ
れ
を
訓
誡
す
る
。 

 

第
八
章 

 

規
約
改
正 

  
 

第
四
十
七
条 

一
、
当
部
の
規
約
改
正
は
、
在
籍
部
員
の
三
分
の
一
以
上
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
部
会
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
を
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
、
第
二
十
二
条
但
し
書
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
改
正
す
る
。 

 

第
九
章 

 

附
則 

 

第
四
十
八
条 

本
規
約
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。 

第
四
十
九
条 

第
五
章
第
二
節
第
三
十
三
条
は
、
平
成
六
年
四
月
十
六
日
よ
り
施
行
す
る
。 

第
五
十
条 

 

第
五
章
第
二
節
第
三
十
三
条
は
、
平
成
七
年
五
月
二
十
日
よ
り
施
行
す
る
。 

第
五
十
一
条 

第
一
章
第
一
条
及
び
第
三
条
、
第
二
章
第
四
条
、
第
三
章
第
九
条
六
項
、
第
六
章
第
三
十
五
条
は
、 

平
成
七
年
十
月
十
四
日
よ
り
施
行
す
る
。 

第
五
十
二
条 

第
一
章
第
一
条
及
び
第
三
条
、
第
二
章
第
四
条
、
第
三
章
第
九
条
六
項
、
第
六
章
第
三
十
五
条
は
、 

平
成
九
年
九
月
四
日
よ
り
施
行
す
る
。 

第
五
十
三
条 

第
五
章
第
一
節
第
三
十
一
条
は
、
平
成
十
年
一
月
十
四
日
よ
り
施
行
す
る
。 



第
五
十
四
条 

第
二
章
第
五
条
は
、
平
成
十
二
年
十
月
七
日
よ
り
施
行
す
る
。 

 
 

第
五
十
五
条 

第
二
章
第
五
条
、
第
三
章
第
八
案
及
び
第
九
条
、
第
四
条
第
一
節
第
三
十
二
条
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日
よ
り
施
行
す
る
。 

 
 

第
五
十
六
条 

第
五
章
第
二
節
第
三
十
三
条
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。 

 
 

第
五
十
七
条 

第
六
章
第
四
十
二
条
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。 


